
〔問〕

昭和 41年度 (問題)

午前の部

2. 

Gαz -
Z 

N;z-DKZZ話;
naa， 
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を証明せよ。

υi  υ、 iU
a~ = 'J) (u a_ ， 一一一+一一 J+で一一一て を証明せよ。X L、'.x¥..， -x十~ ~2 .... ~ <;¥2 
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ただし， 0豆t孟 1においては tPx 1-t ・ ~x とする。

3. ラrt鋼吏の死亡には死亡保険金 T七を年度末に支払い，満期時(n年〉には生存保険

金 Enを支払う全期払生命保険契約において，芳t年度末の責任準備金が

。-
1+--"" ー(p十d) α

x十七
Dx十t

で表わされるための必要かっ十分な条件を求めよ。

ただし，f} xはtに無関係な値とし pは当該保険契約の年払純保険料とする。

午後の部

次の4問のうち， 4. 5の2閉または6. 7の2問のどちらかの組をえらんで解答せよ。

4. Y歳の父が，x歳の息子のために，自分がz歳に達した日から，あるいはそれ以前に死

亡した場合には，その次の応当日から，息子に年額A円の終身年金を，また年金受給前の

息子の死亡の場合にはE田寺に既払込保険料が受取れるような契約を締結した。

年払営業保険料を計算せよ。ただし，予定事業費は次の通りとする。

年金開始前

年金開始後

営業保険料の α倍

年金額の β倍
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〔間〕

5. 

6. 

(司
(1) x歳加入 n明肯期養老保険(保険金年末払〉の芳t領支末責任準備金をもvx

仲間上の耕で，死亡保胎を満期日に支払う契約の責任準備金をもv?
y(S} 

付 n年満期定期積金のう十t年度末積立金を も X 

とするとき，

(勾
(1)もvx=υ v?+〈1-un〉zvj司

を証明せよ。

(2) 伺の契約において，死亡した場合，死亡保険金のほかに死亡直後の契約応当日から

満期直前の契約応当日まで毎年初年金を支払うとした場合の責任準備金をもりT+め

とすれば，

y(叫 R) f 1 U ( 1 +i〉1 〈T7U( 1 + i ) v(司
色 ~-I -'.1 t 1ー}もvx+.Jx

となることを証明せよ。

ただい保険料は年払，責任準備金はいすれも純保蹴拭とする。

(1) 次の等式を証明せよ。

(J) (J) 

.i_ a_ + d ~.， 
X~rt- l 
.i" a" .2" .i" 

"~r 

αy 

(2) 定常状態における積立金が L: .i'W' a...で表わされる財政方式を上式から導け。
X=rt-l 

Z 生存退職者に力師、全期間の給与累計額に比例する年金額を給付する御成〈死亡給付はな

いものとする〉において，次のように過去勤務お直算することとした。

すなわち，命l波発足時に，過去勤務期間に対応する給付の算定方式として，発足時給与

と給与指数によって過去勤務期間のみなし給与累言闘を推定いそれに対しては発足後の

将来勤務期間の給与累言j額ldすする支給率のσ割合を乗ずることとする。

この場合，発足後直ちに一律jの給与改訂があったとすれば，これによって何程の不足

が計上されるか。
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なお計鎗こ当っては次の条件を仮定せよ。

(1) 財政方式JttJ日入年締方式とし，過去勤務債務は有i浪積立を行なう。

(2) 加入者は一定年齢α歳において，年1回加入する。

(3) 人員，給与は定常北態にある。

(4) 保険料は加入応当日どとの年払とし，制度慌時加入日に発足するo
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昭和 41年度 (解答)

午前の部

1・ んロぷ;α十dtから
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また，
ιαa _a1， αヤ = α 十 α ・・・・・・・・・・・・・・・・ (2) x --x --x 

(2)を(1)に代入して変形すると，
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Pω も rt 七 p

∞

GzzJtU 七Pxd t =ノ υ 七Pxdt + J-u 七Pxd t 
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I2=fuH1 
七十1Px dt ひPxfu¥P叫 dt U凡 aX+1 

また もPx 1.-t O'x より

II=flJ(1-t jh〉dt

イ1f(1ー tO'x)dt
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ロ f'e-dt dt一九 flt e-aも dt

〔-L3一九 (-Ji+/eh
七
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3. (j)必要条件

井t年度の責任準備金をもV とすれば，神i化式より

VD_...... ~VD_ ， ...+PD_....-T...C ・・・・・・・・・・ (1) も+1 X+もト t. X+七 x+七 七 x+も

一方，

もVDX+も Dx+も+(}x一(P+d)NX+t (2) 

V D.. ... .. = D _ . ... . . + () ー(p十 d)N ・・・・・・・・・・ (3) 
七十 x十七十--X+t+l' x ¥. -I .，..~ -.X+t+l 

が成り立つo

(1)に(2)，(3)を代入すれば

D...，+， .+Oー(P+d)N... ..L+..L. =D"，，++Oー(P+d)N_，... +PD_，... -T... C x+も十1 ' -X. 必←七十1--~x+も x x-十七 x+も も 必十七

Dx-t-七十 1
D ー (P+d)D 十 PD - T. C x+t -x+七 七 X十七

Dx十七十 1
-dD_，...-T...C 

X十t '"" -.1:+七七 x+七

D υD . - T. C x十七+1-- v~x十七 七 X十七
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T ~ C......υD ーも x+も X十t -x+七十 1

T. C...... = C も x十も .....x+も

故に

Tも田(t = 1， 2， 3，. . . .， n) 

(jj)十分条件

Tもなるときは

故に

七VDx+七 (Nx-Nx+も)Pー (Mx~Mx+も〉

=( Nx・P-Mx)-Nx+も・ P+Mx+七

=( Nx・P-Mx)-Nx+七.p+(Dx十七-aNx+t)

= Dx+t+(Nx.P-M.~) ー (P+ d) Nx+七

。
七V=1十三一二一一(P+ d)αx+も

x+も

、-">-)-、ー、ー，、ー () x Nx • P - Mx 

午後の部

4. 年払営業保険料を?とすると，支出現価，収入現価は夫々次の通りとなる。

年金給付の現価 A(αx一axy :τ=yJ) 

死亡給付の現価

年金比例事業費現価

営業保険料比例事業費現価

収入保険料現価

p' (IA)! xy:-Z亡すl

sA(a_ -a.， 十-;，
~ Y ~ z-YI 

αp' a_.....".一ーx y; z-YI 

p' a xy:ττごy1

よって p' 
〈1+fJ)A (弘-axy汀寸1) 

( 1-α)axy:官 ylー(1めん:-Z=YJ
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(2) 定常状趨こおいて，拠出金C，稜立金Fおよびt合付金BのfHlには一般に次の方程式が

成立する。

C+dF=B 

(1)式とこの一般式とを各項ごとに比較すれば

h
G
f
 

y
 

d
 
c
 αJ 

F = .2' .J!，x a x 
X=γ+1 

αJ 

B = 2/ .J!，x 
x=γ 

したがヮて年金現価積立方式である。

ス

U，，=乙 LxBx
x主~xo

x-x_ t. 
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ととで jの給与改訂があったとナれば
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即ち， uoにおいてσ=ししたがって過去勤務期間に対応する給付をつけないとした場合

における P.S. L のj割合だけ不足が計上される。
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